
出席者35名・欠席者16名・免除会員10名
秋山憲・秋山恒・麻田・飯間・松山・齋賀・和泉享・石合・増田
橘・谷川・塩田・谷本・山本広・山本由･横田-会員

RI会長
ゴードン R. マッキナリー 76.5％（10/5）

福田　洋子

尾崎　浩太郎

稲田　達典

∵ 11月のプログラム
2 (№１)-客話

9 (№2)-ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ、野球RC杯

30 (№3)-ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐公式訪問

∵ 他RC例会変更

∵ ニコニコＢＯＸ；

祝誕生月

塩田君　陶國君

良いことがありました

　秋山憲夫君

米山奨学生、小豆島RCの方を

お迎えして

　福田君

米山奨学生ｱﾙﾃﾞﾈﾊﾞﾄﾄﾞﾙｼﾞ様

をお迎えして

　吉田君　夏見君

IM出席宜しくお願いします

　小豆島RC岡田様

観月会参加ありがとうございます

　東原君

<ニコニコ会計累積/￥101,000>

∵ がんばるＢＯＸ；

出席できなくて

　塩田君
本日第1回目の2670地区幹事

会2025年地区大会までよろしく

お願いします

　和泉清憲君

次回の例会は濱中弘次様の

客話となります

　大西君

今から台湾です。日台ﾛｰﾀﾘｱﾝ

親善会議に出席してきます

　夏見君

<がんばる会計累積/￥127,000>
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■会長挨拶

本日、小豆島ロータリークラブの方が令和6年３月２３日のIMの案内で来訪されて

います。小豆島とは、縁があり、何年か前、私の高松の友達が小豆島に連れて

行ってくれました。その友達の友達が、今期ガバナー補佐をなさっている丹生さん

でした。そして、丹生さんご夫妻が小豆島を案内してくれました。樹齢1600年以上

の宝生院のシンパク、とても大きくて、びっくりしました。ここ最近はガーデニング友

が小豆島にでき、楽しいところへ連れて行ってくれています。

樹齢千年のオリーブの樹、中山千枚田、瀬戸芸に出品の寒霞渓の空の玉などを

見学して最後は小高い丘から瀬戸内海の海と空、オリーブ公園の風車を見ながら

スイーツとコーヒー。 とってもいい景色でのひとやすみは格別です。

小豆島には、たくさんいいところがありますね。

■会長報告

・第13回米山功労クラブ感謝状をいただきました。

・小豆島ロータリークラブの方が来年3月23日開催のIMの周知訪問

■幹事報告

・丸亀市観光協会より「とり奉行骨付じゅうじゅう年賀状」販売について

・丸亀市国際交流協会より「国際交流クッキング」のご案内

■例会事業；客話：米山奨学生卓話（BATDORJ(バトドルジ) ERDENEE(エルデネー)様）

モンゴルの草原からの挑戦者

＝モンゴルの田舎から日本への留学と夢の追求＝

５人兄弟姉妹の末っ子として経済的に恵まれた家庭に生まれ

ましたが、突然の自然環境の悪化で遊牧の生活、経済事情が

厳しいものとなりました。その心理的プレッシャーを勉強やス

ポーツ、動物好きなところで克服していきました。

将来の目標や夢

長期的な目標（１０年間）

私はビジネスマンになるという夢を抱いていました。その為大学で会計学を学び卒業

後２年間建築会社で働きました。現在MBA（経営学修士）を学んでいます。

今のモンゴルの畜産分野にはさまざまな課題があります。しかしこの畜産物製品を

もって世界市場で競争したいと思っています。そして今畜産物原材料を日本に輸出

したい企業の手伝いをしています。このことから貿易の実務を学ぶ意味で香川県の

貿易関係の企業へ就職を決断しました。

中期的な目標（５年間）

大学院を目指すモンゴル人の課題として…

１）大学院入試に関する情報を獲得しにくい

２）指導してくれる先生がいないため、暗中模索状態

３）モンゴル人のための進学指導塾はモンゴル国内にも日本にもない

そこで『日本de修士塾』を立案しました。これを通じてアジア人をサポートしたいと思っ

ています。

この『日本de修士塾』は香川ビジネス＆パブリックコンペ２０２３で２位（審査員特別賞）

を受賞することができました。

（裏へ続く）

お知らせ
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今後の目標は…

研究やビジネスモデルを完成させる

職務経験を蓄積する

将来は進学専門塾を設立する

『日本de修士塾』を通じて四国からモンゴルと日本の架け橋になり、将来的には

アジアの架け橋になりたいと思っています。

最後になりますが、夢に向かって前進している私にとって皆様の心遣いや奨学金

は大きなサポートになっています。

（（ありがとございます。感謝の気持ちをお伝えします。


